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Abstract

With the cases of Japanese encephalitis at the time of its epidemic in Nagasaki
prefecture as an objet, this research has been carried on in order to clarify the phase
of its active prevalence by confirming the cases through serological and virological
methods and also to clear the infiltration of Japanese encephalitis virus by investigation
the condition of antibodies carried by the prefectural people, obtaining the results as.
follows:

1) As the result of serum diagnosis carried out in 1964 of 31 from among 57 reported

cases of Japanese encephalitis, 11 cases were confirmed. In 1955, 33 cases were confirmed
as the result of serum diagnosis made of. 70 out of 86 reported cases of Japanese
encephalitis. In addition, in 1965, from among the persons who were reported to be the
cases of Japanese encephalitis and yet who were negatived as the result of serum diagnosis,
somewere confirmed to have been suffering from aseptic meningitis caused by ECHO 4,
Cox. B1 and B5 virus respectively.

2) In consequence of the investigation into HI antibody holding in serum carried out
in 1964 of 714 persons in normal health in various parts of Nagasaki prefecture, the
positivity proved amounting to 35.3%, the antibody titer showing 1:10-1:80 in most cases.

As to the rate of positivity, when classified according to three age groups, the highest
one was found in the advanced aged group with the early aged group ranking next, and
the lowest in the rising generation group. After the epidemic period of Japanese
encephalitis, the rate of positivity was increased by about 8%.
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3) In 1965, with 566 primary school children as an object, investigation into HI
antibody holding value in serum was carried out in May and November, before and after
the epidemic period of Japanese encephalitis, for the purpose of clarifying the change in
the value as to each child. Out of 65 children who had not been vaccinated, 3 children
who had not have antibody in May were found having antibody titer of 1:10 or 1:20 in
November for the first time and a child was found showing increase by 4 times in his
antibody holding value. This fact is considered to have been caused by inapparent
infection of Japanese encephalitis virus during summer in 1965.

As to 501 children who had been vaccinated, the rate of their positivity showed 9.1%
increase from 22.8% in May to 31.9% in November. It was also revealed that the
antibody holding value in November was generally higher than in May. In addition, the
antibody holding condition of those children in each primary school showed different
phases according to the location and environment of the three primary schools.
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輯　　　　　　　呂

日本脳炎（以下日脳と略す）は小児麻痺が敵城した

現在，我国において最も恐るべき伝染病として猛威を

凝っている．周知の如く、日脳は毎年夏期に流行を繰

り返し，冬期には全くその影を潜め，この時期の日脳

ウイルスの行方については，二・三の仮説はあるが未

だ確証はなく不明である．

日脳ウイルスの自然界での動轡こ関する研究は三田

村等（1939）の岡山地方での報告を最初に，最近では

‾群馬，大阪，福岡地方等で行われているが，長崎県に

おいても19銅年より林等（19ら5，1966）及高橋等

（1965，1966）によって野外捕集蚊よりの日脳ウィル

ス分離を主な指標として調査が開始された．その結

一果，長崎県下の野外におけるウイルス保有蚊の出現時

期及びその消長は従来の関東地方，岡山地方等の成績

に均して，かなり異った様相を呈していることが明ら

かになった．また三舟（1955）の報告によればコガタ

アカイエカの体内での日脳ウイルスの越冬が実験的に

可能なことが示され，自然界における日脳ウイルスの

冬期の潜在巷解明する一つの端緒が見出された・

日脳流行のメカニズムを解明するためには．上記の

丑ロくウイルスの動態を明らかにすることは勿論，患者

の発生状況を把握し，その地区住民の免疫抗体の保有

状況を知ることが極めて重要であることは諭を侯たな

い・

長崎県下においても，最近では昭和鮎年を最高に毎

年多数の日脳患者の発生をみている．しかし，その殆

んどは臨床診断に基く届出患者であり，血清学的或は

ウイルス学的裏付けを与えられたものは極めて少い．

臨床的に日脳と類似の症状を呈する疾患は多々ある

が，殊に無菌性髄膜炎は最も紛らわしく，これらの患

者が日脳届出患者の中に混入していることは容易に想

像できる．そこで著者は，1964年及び1鈍5年の目脳届

出患者について血清学的，ウイルス学的診断を試み，

日脳患者を確認して日脳の顕性流行の様相を明らかに

すると共に，日脳を血清学的に否定された患者につい

ては無菌性髄膜炎の原因と考えられる若干のウイルス

抗原を使用して血清学的に鑑別診断を試みた．一方，

県下住民の日月馴こ対する抗体保有状況を調査し，併せ

て小学校学童の流行期前後の日脳に対する抗体価の変

動についても測定を行ない，これらを綜合して日脳ウ

イルスの長崎県下における浸淫状態を明らかにするた

め本研究を行った．

材料及び方法

で毎回5都tの採血を行なった．血液はヰ。cに一夜放

置後血清を分離し，分離した血清は検査に供するまで

－20。cに保存した・

Ⅱ．ヘパリン血

1・患者血清

臨床的に日脳と診断され，伝染病舎に隔離された患

者につき，入院直後に欝1回目の採血を行ない，後，そ

の患者が死亡ないしは軽快退院するまで約1週間々隔
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患者血液からの日脳ウイルス分離を目的として，イ患

者が伝染病舎に入ると同時に0・02％のヘパリンを含む

puck液で内部を湿した注射器で約1筋tの採血を行な

い，直ちに7～8匹の同腹の生後2ないし3日目の乳

呑みマウス脳内に各0・0加t宛接種した．その後マウス

を14日間観察し，発症の有無を調べた・

Ⅱ．糞便

無菌性髄膜炎患者からのウイルス分離を試みるた

め，20％グリセリン加ブイヨン5都t中に約2eの患者

糞便をとり－20。cに保存した・使用にあたっては，

これをストレプトマイシン，ペニシリン加Earle液

で最終濃度5〟1摘になるように溶解稀釈した上，

5，000r・p．m・訓分の遠心沈澱をt回線り返したのち，

その最終上清を猿腎及びHeLa細胞の組織培養管そ

れぞれ5本に各0・1措t宛接種して，細胞変性効果の有

無を1口日間にわたって観察した．

Ⅳ・健康人血清

a）　一般席康人血清

1964年の5月から9月にかけて，離島を除く長崎県

下各地の健康人7ユ4名より採血，血清を分離し，－20。c

に保存した．被採血者は1才より86才までの各年令層

に及んでいる．

b）　小学校学童血清

1顆5年に長崎市内磨屋小学校，大村市内竹松小学校

及び南高来郡愛野小学校の学童5年から5年までの計

566名を対象に5月及び11月の2軌こわたって同一人

より採血し，血清分離の後，検査に供するまで－20。c

研　究

Ⅰ．日脳患者発生状況

19ら4年には長崎県下において57名の日脳届出患者が

発生した．9名は後に転症となり48名が臨床的に日脳

せ診断された．初発患者は転症例を除けば，7月13日

に発生し，終発は11月21日であった．患者の大多数は

7月下旬から8月中旬にかけて集中的に発生してお

り，9月には20日に発病した1例，10月には8日発病

の1例，そして11月には21日発病した1例のみであっ

た・全患者中，単一ないし対血清の得られた患者はワ

月16日発病の患者を最軌　9月20日発病の患者を最経

に合計31名であった．このうちHIで日脳と診断でき

た患者は11名で，最初の確認が7月20日発病の患者，

最終が8朋0日発病の患者であった・これらの患者は

すべてHIで診断できたものである．勿論HIと同時

にCFTでも有意の抗体上昇を示した例も含まれてい

に保存した．

Ⅴ．赤血球凝集抑制試験（HI）

赤血球凝集抑制試験（以下HIと略す）の術式は

ClarkeandCasalsの変法である大谷等の方法に準じ

た・抗原には化血研より分与をうけたJaGAr01株の

アセトン・エーテル抽出抗原及び自家製のJaGAr01

株のアセトン・エーテル抽出抗原を使用した・被験血

清にはすべてアセトン処理を施し，血球としては生後

1日以内のヒヨコ血球を用いた・血清の稀釈は1964年

の患者では1：40から1：5，120，1965年の患者で

は1：10から1：5，120までとした．日脳患者として

の診断基準は，対血清の得られた患者ではそのHI価

に4倍以上の上昇を認め，かつ，回復期のHI価が

1：160以上，及び単一血清のみの患者ではHI価が

1：ら40以上をとり，これに該当するものを日脳確認患

者とした．また一般健康人及び学童においては，血清

稀釈は1：1Dから1：1，280までとし，1：10以上の

HI価を示したものをHI抗体陽性とした．

Ⅵ．補体結合反応（CFT）

補体結合反応（以下CFTと略す）の術式は予研の

方法に準じ，微量法で行った・抗原にはHI抗原と同一

のものを使用した．血清稀釈は患者の場合には1：4

から1：128までとした・一般健康人では血清稀釈ほ

1：4から1：16まで，学童では1：2から1：8ま

でとし，それぞれ1：4，1：2以上の抗体価を示し

たものをCF抗体陽性とした・

成　績
．丁

たが，CFT単独で日脳と判定できた患者は1名も認

められなかった．確認患者は7月下旬より8月上旬に

かけて集中しており，8月訓日発病の患者のみ後れて

確認できている．（Fig・1．）

届出患者を年令別にみると，61才以上が18名と最も

多く，次いで51－ら0才の11名及び10才以下の9名であ

り，31～40才が3名と最も少い．また確認患者では最

も多いのはやはり61才以上の6名であり，次いで21～

訓才の2名で，一方10才以下に宙いては1名の確認患

者も出ていない．（Fig．2．）

次に長崎県を7地区に分けて，その患者の発生状況

を比較してみた・7地区とは，すなわち，北部（佐世

保市，平戸市，松浦市，北松浦郡の大部分），中部（大

村市，諌早市，東彼杵瓢　北高来郡），南西部（長幡

市・西彼杵郡）そして南東部（島原市，南高凍郡）の
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本土4地区と壱岐，対馬及び五島の離島5地区であ

・る・その結果，確認患者の最も多かったのは北部で7

名であった．これに庶して南西部では届出患者は多か

ったにもかかわらず確認患者はわずか2名であった．

1964年には初発確認患者は南東部，中部及び北部にほ

ぼ時を同じくして発生している．（Fi臥3．）

1965年には86名の届出患者が発生した．初発は7月

5日，終発は1ロ月24日発病の患者であった．転症は18

填で結局摘名が臨床的に日脳と診断されている．血清

を入手しえた患者は70名であり，HIで日脳と診断さ

れた患者が32名，また死亡後の脳組織の螢光抗体故に

より，日脳と診断された患者が1名あり，日脳確認患

者は計石3名であった。最初の確認患者は7月5日発病

であり，最終は9月20日発病であった．1965年も1964

年同様CFTのみで確認された患者は1名もいなかっ

た。確認患者発生の最盛期は届出患者の最も多かった

7月下旬より8月上旬までに集中しており，患者発生

のパターンも1964年とほぼ同様であった。しかし1965

年においては1964年に比して初発確認患者の発生は2

週間早く，また最終確認患者は3週間遅く，確認患者

数も大巾に増加しており，流行が大台かったことがい

える．（Fig・1．）

年令別の患者発生数においては1964年とほぼ同様の

傾向がみられた．すなわち61才以上の21名を最高に，

次いで10才以下の16名であったが，一方，封～40才に

おいては少く8名であった．1965年で特異なことは51

～6口才に最低の5名しか患者発生をみとめなかったこ

とである0確認患者数では61才以上が，11名で最も多

く，これに次いで11～20才，21～30才，及び41－50才

のそれぞれ5名で，逆に10才以下の小児では2名と少

くなっている○（Fig．4．）

また地区別の患者発生をみると，初発確認患者は南
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西部の7月5日を最初に，南東部の7月13日，中部の

7月16日そして最も遅れて北部のワ月25日に発生して

いる・北進現象の様相がうかがわれる．また南西部や

北部においては，まとまって発生していた確認患者が

一旦跡絶え，1ケ月以上の空白期を経た後再び1名，

2名と出現しているのが特徴的である．離島では本土

よりやや遅れて確認患者の発生がみられている．

（Fig．5．）

Ⅱ・ウイルス分離

患者血液中より日脳ウイルスを分離する目的で，届

出患者中1964年には22名，1965年には7名の患者から

L＼「

血液を採取して，乳のみマウス脳内に接種し・，このマ

ウスの発症の有無を14日間にわたって観察した．しか

し日脳ウイルスはついに検出できなかった．

一方，日脳類似の症状を引き起す無菌性髄膜炎の原

因と考えられる　C0ⅩSaCkie，ECHo　等のウイルスを

分離するために1964年の届出患者中14名につき，その

糞便を入手し，猿腎細胞及び　HeLa細胞に接種し，

細胞変性効果の出現の有無を10日間にわたって観察し

た・しかしウイルス分離は陰性の結果に終った．

Ⅱ．日脳類似疾患の鑑別

日脳類似の臨床症状を呈する疾患は多数あるが，最

も紛√らわしい疾患として無菌性髄膜炎が考えられる・

そこで，日脳と確認できなかった患者のうち1964年に

10名，1965年に1ワ名の対血清を使用して，1964年には

Poli0Ⅰ，t［，Ⅱ，C0Ⅹ．A9，Bl，BS，ECH04，MumPS，

1965年にはCox．A9，Bl，B5，ECHO4，MumPSウイ

ルスの各抗原に対する抗体価の上昇の有無をCFTで

検査した・その結果19占4年の患者ではいずれの抗原に

対しても抗体価の上昇は認められなかったが，1965年

の患者中でECHO4に2名，Cox・FI，BSにそれ

ぞれ1名が有意の抗体上昇を示したものがあった．従

ってこれら4名はそれぞれのウイルスを原因とする無

菌性髄膜炎患者であったと考えられる・

Ⅳ・患者の臨床症状

1965年の届出患者中，54名につき，その臨床症状を
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I；CaSeSSerologiCa11ydiagnosedasJapaneseencephaIitis

調査した・この54名の患者は血清診断により日脳と勅

語されたもの14名，無菌性髄膜炎4名，いずれにも該

当しないもの1ら名であった．この3群の症状をそれぞ

れまとめて比較してみた・その結果，日脳群は他の群

に比較して全身症状，消化器症状等には大した差は認

められなかったが，精軌神経症状において各症状の

発生頻度が大であった・特徴的なことは有熱期間が長

く，全観察例に58〔c以上の発熱が認めらている上に，

意識障害の発生頻度が高く，その持続期間も長いこと

である．また興奮，不随意運動，筋緊張等が他の群

よりかなり多くみられ，項部硬直は全例に，また

Kernig徴侯も85・7％に認められている0

無菌性髄膜炎群は観察例が4例で少いが，発熱状

態，有熟期間，意識障害などは日脳群と異り，いずれ

も軽度であった．（Fig・6．）

入院時髄液所見では5群問にに大した差は認められ

なかったが，髄液中の細胞数において日脳群が200個

以上を数えるものが，他群に比してやや多かった．

Ⅴ．健康人の日脳に対する抗体保有状況

1964年3月から9月にかけて離島を除く長崎県下各

地より，1才及び86才に及ぶ各年令層の健康人から総

数714件の血清を蒐集し，HI抗体及びCF抗体を括

標に，日脳に対する県下住民の抗体保有状況を調査し

た。

a）　HI抗体保有状況

健康人血清714件中1：10以上のHI抗体価を認め

Tablel・　Possessingc0nditi0nofHlantib0dyチgainstJaPaneSe
encePhalitis virusamong714personsln normalhealth

residingln NagasakiPrefecture・

No・of
tested

No．of

naga七ive

HIantibody titer

10x　20x　40x　80〉く　160〉く　　320x　　640x　1280xく

54　　63　　64　　43　　　13

No．of

POSitive

4　　　　8　　　　　3 252（35．3％）714 462
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Fig・6・　ClinicalsymPtOmS Of Patientsin1965・

7

Table2・　Comparison o王HIantib0dy h01ding c0nditions am0ng

the three gr0upS devided by age・

No．0f
tested

No・of

negative

HIantib0dy titer

10×　2o〉く　40×　邑0x　160〉く　　320x　　640x　1280x≦

No．0f

positive

17　　30　　41　　22　　　　7　　　　2　　　　8　　　　　1

たものは252件で陽性率は35．59石であった．保有抗体　　1：1280以上という高い抗体価を示したものが11件認

価の分布をみると1：20及び1：40が最も多く，次い　　められた。

で1：10，1：80の順であった．中には1：ら40，　　　20才単位で年令別に分けてみると，41才以上におい
＼

Age
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Tahle3・　P0sSeSSlng COnditi0n0f HIantibody at the time of

before and during epidemic peri0d and after・

No．of

tested

No・0王

negative

HIantibody titer

10×　20x　40x　80x　160x　　320x　　64コX　1280x≦二

N0．Of

positive

25　　21　　27　　16　　　　9　　　　1　　　1　　　　　2 102（30．9％）

29　　42　　37　　27　　　　4　　　　3　　　　　7　　　　　1

（bef0re ePidemic peri0d：March－May，durirlg ePidemicperiod and af十er：June－SePtember）

て陽性率は最も高く45．29石（検査数231，陽性数12ワ）

で次いで20才以下の51．59石（検査数127，陽性数40），

21～40才が最も低く　27．8％（検査数別布　■陽性数85）

であった．陽性中の保有抗体価をみると，高い陽性率

を示した41才以上で1：40程度の比較的高い抗体価を

有するものが多くみられるのに反し，「陽性率の低い21

～40才では1：10程度の低い抗体価を有するものが多

く認められた．

1964年には林等（1965）により6月8日に野外蚊か

らの日脳ウイルス分離が行われており，すでにこの時

期にはウイルス保有蚊が野外に飛掬しており，住民は

日脳ウイルスの感染を受ける機会があったと考えられ

る・この理由から上記714件の血清を3月から5月に

かけて採血した舟を日脳流行期前血清，6月から9月

の分を流行期以後の血清と両者に分けてその陽性率を

比較してみた．その結果，流行期前では陽性率50．99石

（検査数530，陽性数102），流行期以後では39・19石（検

査数384，陽性数150）で流行期以後に8・2％の陽性率

の増加が認められた。なお，1：640以上の抗体価を

保有したものは流行顛前に5件，流行期以後に8件で

あった．（Tablel，2，3・）

b）√GF抗体保有状況

CFTで1：4以上の抗体価を認めたものは714件

中29件で陽性率は4．19石であった一　陽性29件中26件は

HI抗体も併せ持った血清であったが，他の5件はC

F抗体のみ保有しておりその値はいずれも1：4に止

まっている．保有抗体価の分布をみると1：4が20

件，1：8が7件，1：16以上が2件であった．なお

HI抗体価とCF抗体価の間にはその高さにおいて特

別な関係は見出せなかった．

Ⅵ・小学校学童の日脳流行期前後における抗体保有

状況

1粥5年に長崎県下5地区の小学陵を選び，その5年

から5年までの学童5占6名を対象に5月及び11月の2

回にわたって同一人より採血し，その日脳に対する抗

体価の変動を調査した．選んだ小学陵は長崎市内磨屋＿

小学陵，大村市内竹松小学政及び南高来郡愛野町愛野

小学校の3較であり・それぞれ位置的に特色がある．

磨屋小学茨はその学童の通学域内に水田，畑の殆んど

みられない長崎市内の中心街に位置している。採血数

は186名である．竹槍小学鮫は大村市の近郊に位置し，

市街地と共にその周辺には主として畑が多い．採血数

は183名である。また愛野小学絞は島原半島のつけ板

に位置し，周囲は水田，畑は囲まれている．採血数は

197名である．

抗体価の測定はHI，CF両抗体について行った

が，まずHI抗体保有状況について述べる．

最近は一般に日脳ワ′クチン接種が普及し，特に学童

においてはかなりの数がワクチン接種を受けている．

今回採血の対象とした56ら名の学童の中でも1965年の

夏期にワクチン接種を受けたものが501名あった。接

種時期は5小学鮫共6月であった．初めにワクチン接

種をうけなかった学童65名の抗体価の変動をみてみ

る。学童65名中5月，11月共ないしはその何れか一方

に1：10以上の抗体価を認めたものが16件存在した・

5月には抗体価1：10以下で11月に始めて1：1D以上

となったものが5件あり，その11月における抗体価は

1件が1：10，他の2件は1：20であった．また5月

にすでに抗肱を有しており，11月にその価がさらに上

昇したものが5件で1‥10から1：20が2件，1：48

から1：80が2件そして1：40から1：16Dが1件で

あった・不顕性感染の判定基準として11月に初めて1

：10以上の抗体価を認めたもの及び11月に4倍以上の

抗体価の上昇を示したものを採った結見　この基準に

合致したものが4件（6．2％）認められた。

なお5月，11月共に抗体を認めたにもかかわらずその

価が不変であったものが6件あり，一方11月に抗体価

の低下をみたものは少く僅か2件であった．（Fig・7．）

l＼、・、・

150（39．1％）

March－

May

June－

Sep・

330

384

228

234
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Fig・7・Fluctuati0n0f an十ib0dytiterin eachchild

whohadn0tbeenvaccinatedinSummer，1965．
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次にワクチン接種をうけた学童501名の抗体価の変

動をみると，5月既に陽性であったものが114件（22．8

別，これに対し11月には陽性160件（31・9％）で陽

性率において9・1％の増加をみた・また保有抗体価分

布では・いずれの抗体価においても11月に多くなって

いるが，特に1：32口という高い抗体価を有するものが

増加している・（F短・8・）また各個体別の抗体価の変

動をみると・11月に上昇したものが116件（23．2％）

で・このうち11月に初めて1：10以上の抗休価を示し

たものが・60件（12・0％）あり，その内訳は1：10が

別件・1‥20が20件，1：40が7件，そして1：160

と大巾な上昇を認めたものが3件あった．5月，11月

共抗体を有しながら・その価が不変であったものが

41件（8・2％）にみられた・逆に11月に低・下をみたも

のは1蛸一日・7％）とかなり少なかったが，中には

ユ：80からユ：ユ0以下・1‥1描から1：18以下及び

ユ：640から1：80へと大巾な低下をみたものがあった．

次に学校別に分けて抗体価の変動をみた・まず磨屋

小学校では5月採血時の陽性は2哨（16・9％）では

中最も少なかったが，11月には陽性5哨（33．8％）とな

り，陽性率で18・9％の増加であった・これは11月の陽

性率ではは中農も高く・また陽性率の増加も最も著

しい・しかし・11月の陽性中でもその保有抗体価は低

く1：10Il：20のものが多かった．

次に各個体別の変動では11月に上昇をみたものが47

Fig・8・Possesslng Cbndition of HIantibody
among the sch001children wh0had been

VaCCinatedi血Su血mer，1965．
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件・うち11月に始めて陽性となったものが30件（18．8％）ヽ

であったが，その保有抗体価は1：］0が18件，1：20

が11件，1：160が1件と全般的に低かった．

竹松小学校では5月陽性が弱件（20・1％）で保有抗

体価は1：20，1：40が多く，1：640という高い抗

体価を示したものも1件認められたリ11月には陽性47

件（28・ワ％）で8・摘切陽性率の増加をみた・11月に

は1：1占0及び1：32はいう高い抗体価を示すものが

多くなっている■各個体別の抗体価の変動をみると，

11月に上昇したものが42件（25・摘）と磨屋小学校に

次いで多い。また5月にすでに1：10以上の抗体を有

しており，ユ1月にさらに上昇を示したものが多いのが
竹松小の特徴である．

愛野小学校では5月にすでに抗体を有していたもの

カミ54件（3口・59石）と他校に比較して極めて高く，11月に

は陽性33・摘とわずかに2・8％の増加を認めたにすぎ

なかった・またその保有抗体価も占月，1ユ月にわたっ

て大差はなし．1・各個体別の変動をみても，11月に上昇

したものは27件（15・粥鋸とは中農も少く，11月に

始めて抗体を証明できたものも12件（6・8％）と極め

て低い・これ打反して5月，1ユ月の抗体価の不変のも

160Ⅹ
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やが50件と多く，また11月に抗体価の低下したものも　　共，ないしはそのいずれか一方に1：2以上の抗体価
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のものが18件あり1：2が11件，1：4が6件，1：

8以上が1件となっている・逆に11月に低下したもの

考

1964年及び1965年の長崎県下の日脳届出患者数はそ

れぞれ57名，86名であった．過去数年間の県下の届出

患者数は，1963年が106名で最も多く，1958年の103名

がこれに次いでいる・届出患者数からみれば，1鈍4年

は中等度，196三年はかなり大きい流行であったといえ

る・1963年以前の患者については全く血清学的診断

は行われておらず，其の日脳患者数は不明である．
・

1964年及び1965年の届出患者の中で，血清診断を施行

した患者に対する日脳確認患者の割合はそれぞれ55・吉

％，48・E％であった・大谷（1960）は日脳疑似症の血

清検査ぬ結果，日脳と確認できるのは検査件数の50－

4G9石にすぎないと述べている．今回の検査結果でも略

空間様であ一った・しかし発病後早期に死亡して血清を

入手しえなかった患者や第一回目の採血直後に死亡

し∴その後の抗体上昇の有無を追跡できなかった患者

が多数存在した．死亡した患者の脳材ノ料が得られな

かったため，脳からの日脳ウィルス分離は実施するこ

とができなかったが，1965年に，ただ1症例にすぎな

かったが，経鼻腔で少量の脳組織を採り，これを材料

として螢光体法により　日脳と確認できた例を経験し

た．このことから死亡者中にも真の日脳患者が多数含

まれていることは容易に考えられ，従って19ら4年，

1965年の真の日脳患者はそれぞれの確認患者数11名，

53名を大巾に上まわると思われる．ちなみに1964年に

おける死亡者は20名であり，このうち単一血清のみに

しろ血清が得られた患者は6名，確認できた患者は1

名であった・1965年には22名の死亡者を数え，血清診断

を行い得た例は10名で，確認し得た患者は6名であった・

1965年の春から夏にかけて九州地方，殊に北九州市

政び大村市で　ECHO　4型ウイルスを原因とする無

菌性髄膜炎の発生をみた。この流行に引き続いて，無

菌性髄膜炎の患者についての血清診断を依頼された例

が多数あった・これらの患者については，その対血

清を使用して無菌性髄膜炎の主な原因と考えられる

ECHO・C0Ⅹ．A，Cox・B，MumPSウイルス等の他に

日脳ウイルスについても，その抗体上昇の有無を調査

してみた．その結果，日脳ウイルスにのみ抗体上昇を

証明しえた患者が5名認められた・これらの患者は勿

論，日脳届出患者数の中には含まれていない．従って

隠れた日脳患者が存在することも明らかである．この

11

は2件でいずれも1‥2カ昌や1：2以下になったもの
であった．　　　　1一

葉

様に発病後早期た死亡する患者や隠れた患者が存在す

ること等から，真の日脳患者の実態を明らかたするこ

とは，なお薗覿なことである．一巨

一方よ」∴日脳届出患者の中で血清学的に日脳を否定さ

れた患者たづいて，無菌性髄膜炎に対する検査を行っ

た結果，ECHO4ウイルス，Cox・Bl，C0Ⅹ・B5　ウイ

ルスをそれぞれ原因とする無菌性髄膜炎患者が確認さ

れた．また196三年の患者について行った臨床症状の調

査では，日脳確認患者群が他の群に比較して発熱，意關

障害等において特徴ある所見が得られたが，しかしこ

れは患者を比較的長期にわたって観察した場合に認め

られたものであって，初発症状には殆んど両群の間に

は差は認めなかった・従二て発病初期の日脳の診断

は，臨床的にみてもかなり難しいものと言わねばなら

ない．要するに日脳類似の症状をもって発病した患者

については，無菌性髄膜炎或はその他の疾患との鑑別

及び予後判定の上からも出来るだけ早期から血清学的

及びウイルス学的診断を始める必要のあることは，あ

らためて言及するまでもないことであろう・

最近では，従来比較的患者発生の多かった若年層に

患者減少の傾向がみられ，逆転以前に少なかった青年

層に患者発生の増加か認められることが報告されてい

る．長崎県下でも1964年，19萬年にわたり，届出患者

の数の上からでは，若年層と老人に発生数は多いが，

しかし確認患者の数右みると，青壮年層においても

多く一方若年層，殊に10才以下においては極めて少

い．長崎県においても年令的にみて全国的な傾向に準

じた発生状況を呈している．最近では県下でも日脳の

ワクチン接種が普及し，特に学童の間ではその普及率

は著しい．助若年層に患者発生が少いのは，恐らくワ

クチン接種もその一因であろう．

林等（1965，1964）の報告によれば，長崎県下にお

ける野外捕集蚊からの日脳ウィルス分離は，1964年に

は6月8日を始めとして8月7日まで続き，19白5年に

は5月50日から9月6日まで認められている．また高

橋等（19ら5）によれば1粥4年には5月19日にすでに野

外螺よりの日脳ウイルス分離が行われている．日脳清
一

認患者は19占4年には刀月20日缶ら8月50日まで認めら

れ，19色5年では7月5日より9月20日まで発生している．

従ってウイルス保有蚊の出現と，日脳確認患者発生
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との間には1964年では8週間，1965年では5週間の空

白期が認められる．群馬県では，ウイルス保有蚊の出

現は初発確認患者発生に先先行すること2－3週間で

ぁり，毎年ほぼ同様の傾向にあることが確認されてい

る．長崎県においては両者の開きが異常に大きい．こ

の傾向は19白4年，1鈍5年共にみられ，県下のウイルス

保有蚊と患者発生との関係における一つの特徴といえ

るかもしれない．また1964年に比較して，野外蚊より

のウイルス分離の期間が長く初秋まで続いた19ら5年に

は確認患者の発生もこれに随伴して，遅くまで認めら

れた・この事実から患者発生の時期の長短は，自然界

における日脳ウイルスの散布期間に関係あるものと推

定される．

長崎県下の健康人のHI抗体保有率は55．古％であ

り，東京地方における角田等（1鈍5）や名古屋地方に

於ける須永等（1964）の報告と大同小異であった・

抗体保有率を年令的にみた場合，21～40才が他の年

令層に較べて保有率が低い．この年令層において，最

近患者がやや多発の傾向にあることと考え合せると興

味深い．

なお，流行期以後の1：ら40以上の高い抗体価を保

有していたものが8名o2．8齢　に認められた．これら

指，採血時以前に脳炎症状を呈していないこと，前年

の夏期以前からの抗体がなぉこのような高価で15ケ月

」以上にもわたって存続しているとは考え難いこと等か

ら1恥4年夏期の不顕性感染の一部を示しているものと

考えられる。また流行期前にも1：640以上の抗体価を

：示したものが3件あった．このうち2件は5月下旬島

原半島の小浜町で採血したものである・小浜町に隣接

した愛野町では，すでに5月19日に野外蚊よりの日脳

ウルイスが分離されており，従っ苗rを亀躊期には小

浜町でも野外ウ和レス保有蚊の飛掬がみられ地区住

民は感染を受ける機会も充分あったと考えられる．ゆ

えに，この2件についても，1銅4年夏期甲感染の結果

によるものと思われるが．血清が単一であるため確断
f

は下し難い．

1965年の小学校学童の不顕性感染率は6．2％であっ

た・東京，大阪，島根，名古屋地方等では1．29石～4

％の成績が得られている・松尾等（19ら5）の1964年の

長崎県下島原小学校の調査にぉいては8・2％に不顕性

感染を認めている・長崎県下では他の地域に比して，

やや高い結果が得られている・な串今回の調査では5

月すでに抗体価を示していたもののうち4件が11月に

2倍の上昇を示した．2回目の採血時期が11月とやや

流行期から時間的に経過していたため，2倍の開卓に

止まったものと考えられる．

ワクチン接種をうけた学童の抗体保有率は学校別で

大きな差がみられた・市街地の小学校ではワクチン接

種後の抗体保有率はワクチン接種前の約2倍に増加し

たが，保有抗蕗価分布では，ワクチン接種前後共低価

のものが多かった．一方田園地方の小学投ではワクチ

ン接種前の抗体操有率がすでにかなり高く，接硬後の

保有率は接種前に比して殆んどその差異は認められな

かった．しかし保有抗体価は接種後に於て幾分高めの

ものが多かった．いずれにせよ，ワクチン接種のHI

抗体価への影響は多分にあったと思われる．2回目の

採血の時期を今少し早目に行なうか或はワクチン接種

直後に中間的な採血を試みていたならば，このことは

なお一層判然としたのではないかと考えられる．

維　持　と　結　論

長崎県下の流行期における日脳患者を血清学的及び

ウイルス学的に確認し，日脳の顕性流行の様相を明ら

かにすると共に，県下住民の日脳に対する抗体保有状

況を調査し，日脳ウイルスの浸淫状況を明らかにする

ために本研究を行い，次の結果を得た．

1）1銅4年の日脳届出患者5ワ名申，31名につ垂L血

清学的及びウイルス学的診断を行い11名の日脳患者を

確認した・1965年には届出患者86名中，70名につき血

塙学的及びウイルス学的診断を行い，・35名の日脳患者

首確認した．1965年には日脳を血清学的に否定された

点者の申で　ECHO4，C〇乱Bl，B5，．イルスをそ

れぞ原因とする無菌性髄膜炎患者を確認しえた・

2）19ら4年に長崎県下各地の健康人714名の血清

について，その日脳に対するHI抗体保有率を調査

したところ，陽性率は55．3％であった・保有抗体価

は1：20及び1：40が最も多かった・年令的にみると

陽性率は高年令層において最も高く，次いで若年層に

高く，青年層において最も低いことが判明した・また

日脳流行期後に陽性率に約8％の上昇が認められた．

5）1965年には小学鮫学童566名につき，日脳流

行期をはさんで5月及び11月の2回にわたって同一人

より採血し，HI抗体価の変動を調べた．566名の学

童のうち1965年夏期に日脳ワクチンの接種を受けなか

った学童は65名であった・これらの学童中，5月に比
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して11月に始めて抗体価を認めたもの及びユ1月に4倍

以上の抗体価の上昇を認めたものは4名（ら・2）％であ

った．これは1965年夏期における日脳ウイルスの不顕

性感染を示すものと考えられる．　　　√

一方，ワクチン接種をうけた501名の学童では，5

月の陽性率22．8％が11月には5L99石となり9・1％の増

加をみた．また11月には，その保有抗体価も全体的に

高くなっていることが明らかとなった．加えて3小学校

の地理的位置，周囲の環境により，その抗体保有状況

にかなりの差があることが判明した．

稿を終るに当り終始熱心な御指導，衛校閲を賜わっ

た恩師福見秀雄教授に心から感謝致します・また材料

採取に際し，多大の御便宜と御協力を頂いた長崎市立

長崎病院，佐世採市立厚生病院，関係保健所及び学校

当局各位，並びに終始協力を頂いた教室員各位に厚く

お礼申し上げます．
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